
美
唄
駐
屯
地
は
、
令
和
７
年
５
月
31
日
、

駐
屯
地
内
に
お
い
て
「
美
唄
駐
屯
地
創
立
48

周
年
及
び
第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
創
隊

33
周
年
記
念
行
事
」
を
盛
大
に
挙
行
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
約
５
０
０
名
の
方

が
来
場
し
、
多
く
の
来
場
者
が
観
覧
さ
れ
て

い
る
中
、
記
念
式
典
に
は
第
２
地
対
艦
ミ
サ

イ
ル
連
隊
、
第
１
０
１
特
科
直
接
支
援
大
隊

第
４
直
接
支
援
中
隊
を
始
め
と
し
た
駐
屯
各

部
隊
が
参
列
し
た
。

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
長
兼
ね
て
美

唄
駐
屯
地
司
令
（
辛
島
１
佐
）
は
式
辞
に
て
、

「
自
衛
隊
協
力
団
体
を
始
め
と
し
た
来
賓
の

方
々
と
地
域
の
皆
様
の
協
力
、
隊
員
家
族
の

任
務
へ
の
深
い
理
解
に
対
し
て
感
謝
を
述
べ

る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
は
、
戦
後
最
大
の

試
練
の
時
を
迎
え
、
新
た
な
危
機
の
時
代
に

突
入
し
、
我
が
国
の
領
土
、
国
民
の
命
と
平

和
な
暮
ら
し
を
断
固
と
し
て
守
り
ぬ
く
た
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
教
育
訓
練
を
積
み

重
ね
て
任
務
を
完
遂
し
て
い
く
」
と
誓
っ
た
。

記
念
式
典
後
に
行
わ
れ
た
訓
練
展
示
で
は
、

敵
の
発
見
・
排
除
か
ら
ミ
サ
イ
ル
発
射
ま
で

の
第110号
令和７年９発行

－発行所－

美唄市自衛隊協力会

美唄市西３条１丁目１－１

電話（０１２６）６２－３１３１

駐
屯
地
司
令
要
望
事
項

信

頼
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美
唄
駐
屯
地
創
立
48
周
年
及
び

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

創
隊
33
周
年
記
念
行
事
を
挙
行

の
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
部
隊
の
一
連
の
流
れ
を

展
示
し
た
。
こ
の
訓
練
展
示
は
空
包
射
撃
も

交
え
て
行
わ
れ
、
来
場
者
は
熱
心
に
見
学
し

て
い
た
。

ま
た
、
駐
屯
地
に
隣
接
す
る
演
習
場
で
実

施
し
た
96
式
装
輪
装
甲
車
の
体
験
試
乗
の
他
、

自
衛
隊
の
装
備
品
試
着
や
写
真
撮
影
が
で
き

る
自
衛
隊
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
多
く
の
来

場
者
が
訪
れ
、
装
備
品
を
試
着
し
た
方
か
ら

は
「
こ
ん
な
に
重
い
装
備
を
装
着
し
て
訓
練

し
て
い
る
な
ん
て
凄
い
」
「
こ
う
い
う
感
じ

で
宿
営
し
て
い
る
の
で
す
ね
」
「
自
衛
官
の

方
を
身
近
に
感
じ
る
事
が
で
き
た
」
等
の
声

が
聞
か
れ
た
。

今
年
の
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事
も
自
衛
隊

協
力
会
美
唄
隊
区
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

盛
会
裏
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

体験試乗の様子

観閲行進の様子

自衛隊体験コーナーの様子
（装備品の装着体験）
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地
域
イ
ベ
ン
ト

へ
の
協
力

令
和
７
年
訓
練
始
め

令和 ７ 年 ９ 月

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
は
、
令
和
7
年

１
月
14
日
、
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
、
「
令
和
７
年
度
訓
練
始
め
」
を
実
施

し
た
。

今
年
の
種
目
は
、
雪
上
で
の
３
本
綱
引

き
。
７
個
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
冷
た
い

風
が
吹
く
中
、
年
末
年
始
休
暇
で
完
全
に

士
気
を
回
復
さ
せ
た
隊
員
た
ち
は
、
有
り

余
る
体
力
を
全
開
に
し
て
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
た
。

戦
い
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
、

今
年
は
第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊
が
優

勝
を
果
た
し
た
。

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
は
、

令
和
7
年
１
月
14
日
か
ら
２
月

２
日
ま
で
の
間
、
美
唄
市
中
央

公
園
に
お
い
て
、
「
第
72
回
美

唄
雪
ん
こ
ま
つ
り
」
の
大
雪
像

製
作
に
協
力
し
た
。

今
年
の
大
雪
像
製
作
は
、
本

部
管
理
中
隊
を
基
幹
と
し
て
各

中
隊
か
ら
集
ま
っ
た
約
40
名
の

隊
員
が
毎
日
交
替
で
行
っ
た
。

今
年
の
大
雪
像
は
、
多
数
の

応
募
デ
ザ
イ
ン
の
中
か
ら
、
市

内
の
小
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

海
の
生
き
物
を
主
体
と
し
た
モ

チ
ー
フ
に
決
定
し
た
。

大
雪
像
の
製
作
は
、
積
雪
寒

冷
地
の
部
隊
と
し
て
必
要
な
冬

季
の
築
城
能
力
を
向
上
さ
せ
る

絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
、
隊
員

は
、
降
雪
や
寒
冷
に
耐
え
つ
つ
、

計
画
通
り
に
大
雪
像
製
作
を
進

め
て
い
っ
た
。

20
日
ほ
ど
の
期
間
で
完
成
し

た
大
雪
像
は
２
月
１
日
、
雪
ん

こ
ま
つ
り
開
会
式
に
て
、
雪
ん

こ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
へ
と
引

き
渡
さ
れ
た
。

２
日
間
の
ま
つ
り
期
間
中
、

ま
つ
り
の
主
役
で
あ
る
大
雪
像

の
ま
わ
り
に
は
、
常
に
多
く

の
・

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
は
、
令
和

７
年
２
月
27
日
及
び
28
日
の
２
日
間
、

美
唄
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
美
唄

国
設
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、
「
令
和

６
年
度
連
隊
冬
季
戦
技
競
技
会
」
を

実
施
し
た
。

隊
員
の
ス
キ
ー
技
術
の
向
上
を
目
的

と
し
た
本
競
技
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
雪

質
・
地
形
を
克
服
で
き
る
安
全
確
実
な

ス
キ
ー
技
術
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
選

手
た
ち
は
日
頃
の
訓
練
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
た
。

中
隊
対
抗
の
部
で
は
、
総
合
得
点
の

最
も
高
か
っ
た
第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル

中
隊
が
優
勝
を
果
た
し
、
個
人
の
部
に

お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
区
分
で

高
得
点
を
獲
得
し
た
隊
員
が
表
彰
さ
れ

た
。

特級の部
本部管理中隊
小谷３曹

１級の部
第２地対艦ミサイル中隊

服部曹長

新補職者の部
第２地対艦ミサイル中隊

島田士長

冬
季
戦
技
能
力
の
向
上
は
必
須

の
観
客
が
集
ま
り
、
特
に
小
さ
な
子

供

た

ち

は

「

楽

し

い

～

」

「
も
っ
と
滑
る
～
」
と
何
度
も

繰
り
返
し
滑
り
、
会
場
は
笑
顔

と
歓
声
に
沸
い
て
い
た
。

白熱の３本綱引き

隊員一丸となり雪像を制作

重量物を背負っての滑降

それぞれ「第１位」

隊員も一緒に雪んこまつりを楽しむ

「優勝」第２地対艦ミサイル中隊
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の
決
意

新
た
な
体
制
へ

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
は
、
令

和
７
年
３
月
24
日
付
で
１
コ
中
隊
の

廃
止
に
伴
い
、
23
日
に
駐
屯
地
体
育

館
に
お
い
て
「
隊
旗
返
還
式
」
が
厳

粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。

式
に
は
、
美
唄
市
長
、
月
形
町
長
、

各
自
衛
隊
協
力
団
体
の
会
長
並
び
に

支
部
長
を
始
め
、
廃
止
中
隊
Ｏ
Ｂ
等

の
御
臨
席
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
廃

止
中
隊
Ｏ
Ｂ
の
中
に
は
、
遠
く
離
れ

た
九
州
地
方
か
ら
も
足
を
運
ば
れ
た

方
も
い
た
。

式
終
了
後
に
は
Ｏ
Ｂ
と
の
会
食
が

用
意
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
の
美
唄
駐
屯

地
で
の
食
事
や
会
食
時
に
上
映
さ
れ

た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
視
聴
を
終
え

た
Ｏ
Ｂ
か
ら
は
、
「
我
々
の
時
代
か

ら
は
国
際
情
勢
も
様
変
わ
り
し
、

益
々
自
衛
隊
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て

い
る
。
体
調
に
留
意
し
て
頑
張
っ
て

欲
し
い
。
遠
く
離
れ
た
地
か
ら
応
援

し
て
い
ま
す
。
」
と
の
激
励
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
。

協力団体、廃止中隊ＯＢとの記念撮影 廃止中隊長による任務完了報告

第１特科団戦技競技会において優秀な成果を獲得

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
は
、

令
和
７
年
４
月
21
日
か
ら
22

日
、
北
千
歳
駐
屯
地
近
傍
演

習
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

「
令
和
７
年
度
第
１
特
科
団

戦
技
競
技
会
」
に
参
加
し
た
。

選
手
は
日
々
練
成
を
重
ね

た
成
果
を
発
揮
す
べ
く
「
地

対
艦
ミ
サ
イ
ル
射
撃
統
制
の

部
」
及
び
「
無
線
通
信
の

部
」
に
連
隊
及
び
中
隊
の
代

表
と
し
て
臨
ん
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
持
て
る
力
を

発
揮
し
て
戦
っ
た
結
果
、
第

３
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊
の

射
撃
統
制
組
が
、
特
科
団
内

射
撃
統
制
組
の
頂
点
「
優

勝
」
の
栄
冠
を
、
連
隊
創
設

以
来
初
め
て
勝
ち
取
っ
た
。

優
勝
し
た
射
撃
統
制
組
の

永
石
２
曹
は
「
団
の
競
技
会

で
連
隊
と
し
て
初
め
て
優
勝

し
美
唄
駐
屯
地
へ
顕
彰
板
を

も
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た

事
は
、
射
撃
統
制
組
員
一
同
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
の
競
技
会
で
優
勝
で
き

た
の
も
、
こ
れ
ま
で
連
隊
の

射
撃
統
制
に
関
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
、
先
輩
方
及
び
後
輩
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
思
い

ま
す
。

７
月
昇
任
者

🔶

陸
曹
長
へ

本
部
管
理
中
隊

甲
斐

睦
弘

酒
井

遼
太
郎

🔶

１
等
陸
曹
へ

美
唄
駐
屯
地
業
務
隊

原

貴
洋

🔶

３
等
陸
尉
へ

第
３
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊

宮
﨑

智
匡

美
唄
駐
屯
地
業
務
隊

富
永

純

本
部
管
理
中
隊

志
村

ち
え
み

永
澤

勇
貴

🔶

２
等
陸
尉
へ

第
１
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊

村
上

雅
輝

🔶

３
等
陸
曹
へ

本
部
管
理
中
隊森

田

大
悟

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊

外
崎

健
翔

第
１
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊

本
多

宏
幸

🔶

２
等
陸
曹
へ

第
３
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊

西
谷
内

友
也

第
１
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊

木
梨

康
平

第
３
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊

道
言

天
音

本
部
管
理
中
隊中

田

雅
来
斗

第
４
特
科
直
接
支
援
中
隊

能
藤

椋

こ
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
更
な
る
精
強
な
第
３
地

対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊
射
撃
統
制

組
と
な
る
よ
う
射
撃
統
制
組
員

一
同
、
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

「
無
線
通
信
の
部
」
は
、
惜

し
く
も
表
彰
に
は
一
歩
及
ば
な

か
っ
た
が
、
持
て
る
技
能
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
来
年
度
へ
の
リ

ベ
ン
ジ
を
誓
っ
て
い
た
。

無線通信の部 初優勝の射撃統制組

中隊旗の返還

🔶

准
陸
尉
へ
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対
艦
戦
闘
任
務
を
完
遂
と
評
価

第
１
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊
（
中
隊
長

甲
元
３
佐
）
及
び
第
２
地
対

艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊
（
中
隊
長

佐
藤
１
尉
）
は
、
令
和
７
年
７
月
17

日
か
ら
19
日
ま
で
の
間
、
然
別
演
習
場
に
お
い
て
、
「
令
和
７

年
度
中
隊
訓
練
検
閲
（
統
裁
官

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

長
）
」
を
受
閲
し
た
。

両
中
隊
は
、
気
温
が
30
度
を
超
え
る
猛
暑
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ

の
中
隊
長
が
示
す
要
望
事
項
を
胸
に
自
ら
の
職
責
を
全
う
す
べ

く
、
黙
々
と
対
艦
戦
闘
準
備
を
進
め
、
示
さ
れ
た
時
刻
に
全
て

の
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
さ
せ
、
与
え
ら
れ
た
対
艦
戦
闘
任
務
を
完

遂
し
た
も
の
と
統
裁
官
か
ら
認
め
ら
れ
た
。

小
部
隊
の
能
力
を
強
化

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
は
、
令
和
7
年
４
月
16

日
及
び
17
日
の
２
日
間
、
美
唄
駐
屯
地
に
お
い
て
「
令

和
７
年
度
連
隊
戦
技
競
技
会
」
を
実
施
し
た
。

本
競
技
会
は
、
小
部
隊
の
練
度
強
化
及
び
装
備
品
の

損
傷
防
止
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
隊
員
は
、
降
り
し

き
る
雨
の
中
、
「
射
撃
小
隊
の
部
」
及
び
「
車
両
整
備

の
部
」
の
２
種
目
を
、
中
隊
の
優
勝
を
目
指
し
全
力
で

競
技
へ
取
り
組
ん
だ
。

競
技
の
結
果
、
射
撃
小
隊
の
部
は
第
１
地
対
艦
ミ
サ

イ
ル
中
隊
が
、
車
両
整
備
の
部
で
は
第
２
地
対
艦
ミ
サ

イ
ル
中
隊
が
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

車両整備の部 射撃小隊の部

発射機壕掘開開始

陣地偵察命令下達

夏
ま
つ
り
開
催

全弾発射準備完了！

美
唄
駐
屯
地
は
、
令
和
７
年
８
月
６
日
、
駐
屯
地
内
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
「
駐
屯
地
夏
ま
つ
り
」
を
開
催
し
た
。

会
場
に
は
多
数
の
売
店
が
出
店
し
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
美

唄
の
「
ダ
ン
ス
ク
ル
ー
・
ラ
イ
デ
ィ
ー
ン
」
に
よ
る
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
滝
川
駐
屯
地
に
所
在
す
る
第
10

即
応
機
動
連
隊
の
「
滝
川
し
ぶ
き
太
鼓
」
に
よ
る
太
鼓
演

奏
が
行
わ
れ
、
子
供
盆
踊
り
及
び
北
海
盆
踊
り
で
は
隊
員

達
と
来
場
者
が
櫓
を
囲
み
、
楽
し
く
盆
踊
り
を
踊
っ
た
。

当
日
の
会
場
は
、
多
く
の
隊
員
家
族
や
地
域
の
方
々
、

各
自
衛
隊
協
力
団
体
等
の
方
々
で
に
ぎ
わ
い
、
今
年
の
駐

屯
地
夏
ま
つ
り
も
美
唄
市
自
衛
隊
協
力
会
と
の
共
催
に
よ

り
、
盛
会
裏
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

陣地の偵察・占領

駐屯地公式Ｘ・ホームページあります！
隊員達の活躍を、ぜひご覧ください！

駐屯地
公式Ｘ

駐屯地
公式
ホーム
ページ

ダンスクルー・ライディーン 滝川しぶき太鼓

大人気の射的大盛上りの総踊り



美
唄
駐
屯
地
業
務
隊
長

２
等
陸
佐

金
子

智
和
（
か
ね
こ

と
も
か
ず
）

美 （ Ｐ Ｉ Ｐ Ａ Ｏ Ｉ ） 唄５ 令 和 ７ 年 ９ 月

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

本
部
管
理
中
隊
長

１
等
陸
尉

冨
田

智
之

（
と
み
た

と
も
ゆ
き
）

３月着任部隊長紹介
第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

第
１
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊
長

３
等
陸
佐

甲
元

明
大

（
こ
う
も
と

あ
き
ひ
ろ
）

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

第
３
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊
長

１
等
陸
尉

那
須

清
哉

（
な
す

せ
い
や
）

第
１
０
１
特
科
直
接
支
援
大
隊

第
４
直
接
支
援
中
隊
長

１
等
陸
尉

田
邊

恵
一

（
た
な
べ

け
い
い
ち
）

第
３
４
５
会
計
隊

美
唄
派
遣
隊
長

１
等
陸
尉

中
元

亮
太

（
な
か
も
と

り
ょ
う
た
）

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
長

兼
ね
て
美
唄
駐
屯
地
司
令

出
身
地

大
分
県

防
衛
大
学
校
第
44
期

主
要
経
歴

平
成
13
年
３
月

第
２
特
科
群

仙
台

平
成
19
年
３
月

第
２
特
科
群
中
隊
長

仙
台

平
成
20
年
８
月

防
衛
大
学
校
教
官

横
須
賀

平
成
21
年
３
月

幹
部
学
校
（
指
揮
幕
僚
課
程
）

目
黒

平
成
23
年
８
月

東
京
地
方
協
力
本
部

市
ヶ
谷

平
成
25
年
８
月

陸
上
幕
僚
監
部
人
事
部
募
集
・
援
護
課

市
ヶ
谷

平
成
27
年
８
月

陸
上
幕
僚
監
部
防
衛
部
情
報
通
信
・
研
究
課

市
ヶ
谷

平
成
29
年
３
月

陸
上
幕
僚
監
部
人
事
教
育
部
募
集
・
援
護
課

市
ヶ
谷

平
成
30
年
３
月

教
育
訓
練
研
究
本
部
教
育
部

目
黒

平
成
30
年
８
月

東
京
方
面
総
監
部
人
事
部

朝
霞

令
和
２
年
８
月

教
育
訓
練
研
究
本
部
（A

GC

・J
AC

）

目
黒

令
和
３
年
８
月

第
10
師
団
司
令
部
第
３
部
長

守
山

令
和
５
年
３
月

陸
上
幕
僚
監
部
人
事
教
育
部
募
集
・
援
護
課

市
ヶ
谷

令
和
６
年
８
月

富
士
学
校
特
科
部
訓
練
評
価
室
長

富
士

令
和
７
年
３
月

現

職

出
身
地

神
奈
川
県

防
衛
大
学
校
第
46
期

主
要
経
歴

平
成
14
年
３
月

第
13
飛
行
隊
（
操
縦
士
、
連
絡
幹
部
）
防
府

平
成
22
年
３
月

第
14
飛
行
隊
（
操
縦
士
、
連
絡
幹
部
）
北
徳
島

平
成
25
年
３
月

航
空
学
校
（
幹
部
特
修
課
程
）
明
野

平
成
26
年
３
月

航
空
学
校
（
企
画
室
教
育
班
長
）
明
野

平
成
27
年
８
月

東
方
方
面
航
空
隊
（
隊
本
部
訓
練
班
長
）
立
川

平
成
28
年
８
月

陸
上
幕
僚
監
部
監
理
部
総
務
課

企
画
室
（
防
衛
係
）
市
ヶ
谷

平
成
30
年
８
月

東
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

第
1
飛
行
隊
長

立
川

令
和
元
年
12
月

東
部
方
面
総
監
部
防
衛
部
（
航
空
班
長
）
朝
霞

令
和
４
年
８
月

教
育
訓
練
研
究
本
部
訓
練
評
価
部

（
訓
練
評
価
係
）
目
黒

令
和
６
年
３
月

第
15
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
（
第
３
科
長
）
那
覇

令
和
７
年
８
月

現

職

８月着任部隊長紹介

隊
友
会
美
唄
支
部
の
先
輩
方

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

今
年
も
、
札
幌
地
方
隊
友
会
美
唄
支
部
の
皆
さ
ん
が
、

「
後
輩
隊
員
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
た
い
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
駐
屯
地
前
私
有
車
駐
車
場
の
草
刈
り
を
行
っ

て
く
れ
ま
し
た
！

令
和
7
年
８
月
３
日
（
日
）
、
朝
か
ら
太
陽
の
光
が
ギ

ラ
ギ
ラ
と
降
り
注
ぐ
中
、
安
達
事
務
局
長
を
始
め
と
し
た

総
勢
11
名
の
先
輩
方
が
続
々
と
私
有
車
駐
車
場
に
集
合
し
、

久
々
に
顔
を
合
わ
せ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
安
達
先
輩
の
短

切
か
つ
的
確
な
作
業
指
示
と
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
相
互
連

携
に
よ
り
、
適
切
な
休
憩
を
取
り
つ
つ
も
、
約
１
時
間
30

分
と
い
う
短
時
間
で
草
集
め
ま
で
完
了
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

（
さ
す
が
元
自
衛
官
！
：
編
集
者
）

最
年
長
の
岡
本
先
輩
は
当
初
、
「
俺
、
１
時
間
し
か
持

た
な
い
か
ら
！
」
と
言
い
つ
つ
も
、
結
局
は
最
後
ま
で

バ
ッ
チ
リ
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
岡
本
先

輩
！
ま
だ
ま
だ
元
気
で
す
ね
！
：
編
集
者
）

佐々木先輩

岡本先輩 安保先輩
二宮先輩

久恒先輩

金山先輩 田口先輩

中村先輩

近藤先輩

織田先輩

安達先輩

退職しても入会していない人！入会待っています！

オッラァー！！！
金ちゃん
きん

１
等
陸
佐

辛
島

雅
和
（
か
ら
し
ま

ま
さ
か
ず
）



美 （ Ｐ Ｉ Ｐ Ａ Ｏ Ｉ ） 唄 ６令 和 ７ 年 ９ 月

第
11
旅
団
長
よ
り
表
彰

第
１
特
科
団
長
よ
り
表
彰

令
和
７
年
６
月
１
日
、
真
駒
内
駐

屯
地
に
お
い
て
、
自
衛
隊
家
族
会

月
形
支
部
長
の
松
本
國
一
（
ま

つ
も
と
く
に
か
ず
）
氏
は
、
第

11
旅
団
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

松
本
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り

会
員
と
駐
屯
地
と
の
連
携
強
化

を
図
り
、
美
唄
駐
屯
地
に
対
す

る
協
力
態
勢
を
確
立
し
防
衛
基

盤
の
醸
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
氏
は
都
合
に
よ
り
感
謝

状
贈
呈
式
に
出
席
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
令
和
７
年
６
月
12
日
、

月
形
町
役
場
に
お
い
て
、
駐
屯

地
令
和
7
年
７
月
６
日
、
北
千
歳
駐

屯
地
に
お
い
て
、
防
衛
弘
済
会
「
ふ

れ
ん
ど
」
店
長
の
大
野
美
幸
（
お
お

の
み
ゆ
き
）
氏
は
第
1
特
科
団
長

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。大

野
氏
は
、
部
隊
及
び
隊
員

の
要
望
に
応
じ
た
商
品
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
時
間
外
営
業

に
対
し
て
も
積
極
的
に
協
力
さ

れ
、
駐
屯
地
隊
員
の
利
便
性
の

向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

受賞おめでとうございます！

美
唄
駐
屯
地
司
令

よ
り
表
彰

令
和
７
年
５
月
31
日
及
び
６
月
17
日
、
美

唄
駐
屯
地
に
お
い
て
、
日
頃
よ
り
駐
屯
地
の

活
動
に
深
い
ご
理
解
や
ご
支
援
を
頂
い
た
、

石
田
綾
（
い
し
だ
あ
や
）
氏
、
近
藤
和
彦

（
こ
ん
ど
う
か
ず
ひ
こ
）
氏
、
谷
村
明
紀

（
た
に
む
ら
あ
き
の
り
）
氏
の
３
名
に
、
駐

屯
地
司
令
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

札
幌
地
方
隊
友
会

美
唄
支
部

事
務
局
次
長

近
藤

和
彦

氏

令
和
５
・
６
年
度

防
衛
モ
ニ
タ
ー

石
田

綾

氏

美
唄
市
自
衛
隊
協
力
会

副
会
長

谷
村

明
紀

氏

★

人

事

往

来

★

★
７
月
31
日
転
出
者

🔶

部
隊
長

🔸

連
隊
本
部

１
等
陸
尉

小
谷

孝
夫

（
第
１
特
科
団
本
部

北
千
歳
へ
）

１
等
陸
尉

白
鳥

太
郎

（
中
部
方
面
特
科
隊

豊
川
へ
）

🔸

美
唄
駐
屯
地
業
務
隊

２
等
陸
尉

松
原

純
一

（
第
７
師
団
司
令
部

東
千
歳
へ
）

🔸

美
唄
駐
屯
地
業
務
隊

２
等
陸
佐

森
岡

光
雄

（
西
部
方
面
総
監
部

健
軍
へ
）

🔸

本
部
管
理
中
隊

１
等
陸
尉

管
野

真
弘

（
第
２
特
科
連
隊

旭
川
へ
）

🔶

幹
部

🔶

准
曹
士

🔸

本
部
管
理
中
隊

陸
曹
長

末
光

直
樹

（
第
２
特
科
団
本
部
中
隊

湯
布
院
へ
）

１
等
陸
曹

迎

義
人

（
第
１
特
科
団
本
部
中
隊

北
千
歳
へ
）

２
等
陸
曹

野
口

琢
也

（
東
部
方
面
特
科
隊

宇
都
宮
へ
）

🔸

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊

１
等
陸
曹

吉
田

正
幸

（
第
１
特
科
群

上
富
良
野
へ
）

🔸

第
４
特
科
直
接
支
援
中
隊

准
陸
尉

村
井

信
之

（
第
１
０
１
特
科
直
接
支
援
大
隊
本
部

北
千
歳
へ
）

２
等
陸
曹

永
田

剛

（
東
部
方
面
総
監
部
付
隊

朝
霞
へ
）

🔸

美
唄
駐
屯
地
業
務
隊

１
等
陸
曹

畠
山

義
弘

（
北
部
方
面
総
監
部
付
隊

札
幌
へ
）

２
等
陸
曹

小
林

誠

（
北
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群札

幌
へ
）

🔸

第
３
１
４
基
地
通
信
隊
美
唄
派
遣
隊

１
等
陸
曹

岩
本

孝
幸

（
第
３
１
４
基
地
通
信
隊
滝
川
派
遣
隊

滝
川
へ
）

１
等
陸
曹

勝
野

孝
弘

（
第
３
１
４
基
地
通
信
隊

岩
見
沢
派
遣
隊

岩
見
沢
へ
）

★
８
月
１
日
転
入
者

🔶

部
隊
長

🔸

連
隊
本
部

１
等
陸
尉

村
松

優
良

（
富
士
学
校

富
士
か
ら
）

🔸

美
唄
駐
屯
地
業
務
隊

１
等
陸
尉

室
谷

一
浩

（
北
部
方
面
総
監
部

札
幌
か
ら
）

🔸

美
唄
駐
屯
地
業
務
隊

２
等
陸
佐

金
子

智
和

（
第
15
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

那
覇
か
ら
）

🔸

本
部
管
理
中
隊

１
等
陸
尉

冨
田

智
之

（
徳
島
地
方
協
力
本
部

徳
島
か
ら
）

🔸

第
３
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊

１
等
陸
尉

那
須

清
哉

（
第
５
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

健
軍
か
ら
）

🔶

幹
部

🔶

准
曹
士

🔸

本
部
管
理
中
隊

准
陸
尉

中
平

信
一

（
第
１
特
科
団
本
部
中
隊

北
千
歳
か
ら
）

🔸

第
１
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊

１
等
陸
曹

久
常

善
範

（
滝
川
駐
屯
地
業
務
隊

滝
川
か
ら
）

🔸

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊

３
等
陸
曹

高
橋

佑
太

（
東
北
方
面
特
科
隊

岩
手
か
ら
）

🔸

第
３
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊

３
等
陸
曹

長
田

将
生

（
中
部
方
面
特
科
隊

姫
路
か
ら
）

３
等
陸
曹

松
本

和
也

（
東
部
方
面
特
科
連
隊

北
富
士
か
ら
）

🔸

美
唄
駐
屯
地
業
務
隊

１
等
陸
曹

今
村

祐
也

（
第
１
０
５
施
設
器
材
隊

南
恵
庭
か
ら
）

１
等
陸
曹

梶
原

進

（
北
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群

第
３
０
２
電
子
戦
中
隊

札
幌
か
ら
）

１
等
陸
曹

森
本

浩
一

（
北
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
本
部
中
隊

札
幌
か
ら
）

２
等
陸
曹

小
林

大
輔

（
第
11
通
信
隊

真
駒
内
か
ら
）

🔸

第
３
１
４
基
地
通
信
隊
美
唄
派
遣
隊

１
等
陸
曹

草
刈

弘
一

（
第
３
０
１
基
地
通
信
隊

旭
川
か
ら
）

地
司
令
よ
り
代
理
伝
達

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。


